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▲男性の部　後列左から

　２位　寺井國雄さん

　優勝　山村良守さん

　３位　白石清成さん

▲女性の部　前列左から

　２位　井戸美千代さん

　優勝　寺西夏子さん

　３位　堀　政子さん

    第20回年金友の会

パークゴルフ大会

今月の表紙



３　いみず野だより いみず野だより　２いみず野だより　２

Ａ Ｔ Ｍ 休 止 の お 知 ら せ
　日頃、ご利用いただきありがとう
ございます。本店ATMは、本店
新築工事のため休止いたします。
　誠に恐れ入りますが、お近くの
大門総合会館ATMのご利用をお
願いいたします。

　

６
月
13
日（
金
）、
平
成
26
年
産
大
麦
の

初
検
査
が
新
湊
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
検
査
を
受
け
た
の
は
、
６
月
１
日

（
日
）
か
ら
収
穫
さ
れ
た
フ
ァ
イ
バ
ー
ス

ノ
ウ
１
８
０
ト
ン
で
、
全
量
が
買
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
産
大
麦
の
品
質
は
、
容
積
重
が
前

年
よ
り
重
く
、
千
粒
重
は
前
年
並
み
と
の

結
果
で
し
た
。
ま
た
、
粒
形
・
充
実
度
・

光
沢
は
前
年
よ
り
良
く
、
被
害
粒
の
混
入

も
無
く
、
硬
質
粒
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
総
体
的
に
は
前
年
よ
り
良
い
で
し
た
。

　

収
量
に
つ
い
て
は
、
穂
数
は
前
年
よ
り

や
や
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
登
熟
期
間
は

好
天
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
年
並

み
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
麦
初
検
査

“カメムシ防除”の徹底と
出穂後20日間の湛水管理で安心・安全
「美味しいＪＡいみず野産米」の総仕上げを！

　現在、稲の生育状況は、６月 24 日の調査で近年に比べて草丈はやや短く、草色は淡め

で茎数はやや少なめ、葉令は並の状況から、今年も着粒過剰による品質低下が危惧されます。

　病害虫の発生状況は、本年より育苗箱施薬剤を変更した効果もあり少なめです。しかし

昨年と同様にカメムシの発生が畦畔雑草の刈り残し・雑草地に多くみられ、特に麦の作付

け跡の圃場に多いため、圃場の耕起・草刈の徹底で発生を抑えることが、重要なポイント

となります。今後の気象情報や稲作情報に注意して良質米の生産に努めましょう。

●出穂期の水管理
幼穂形成期から出穂期までは「間断かん

がい」を励行しましょう。出穂期から 20 日
間は稲体の活力維持・カドミウムの吸収抑
制のため、湛水管理（水は２～３㎝、田面を
露出しない状態を保つ）とし、その後収穫
の５日～７日前までは間断かん水を行なう。
●フェーン時の水管理

フェーン現象や台風の時は、稲の葉面か
ら急激に水分が蒸発し、根からの水分吸収
とのバランスが崩れ、根を傷めるおそれが
あります。天候に注意し、フェーン現象や
台風が予想されるときは、圃場に十分灌水

し、通過後は速やかに落水しましょう。
●適期の落水

登熟期になると水分の要求度もやや減っ
てきますが、落水が早すぎると立毛中の胴
割れの発生が危惧されます。秋の収穫作業
に影響しない範囲で収穫の５日～７日まで
は、間断かん水を行ないましょう。

　今年もカメムシの多発が懸念されます。斑
点米等による品質の低下が心配されますので、
出穂直前、穂揃期の基本防除は必ず実施しま
しょう。圃場を巡回し、いもち病・紋枯病の
発生にも注意してください。

⑴  水 管 理

⑵  防 除 の 徹 底

大
麦
・
春
夏
ど
り
野
菜
あ
と
活
用
の

野
菜
栽
培
研
修
会
開
催

　

６
月
17
日
（
火
）、
Ｊ
Ａ
い
み
ず

野
営
農
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び
同
管
内

大
麦
あ
と
圃
場
に
て
、
富
山
県
園
芸

振
興
推
進
協
議
会
と
富
山
県
野
菜
協

会
に
よ
る
「
大
麦
・
春
夏
ど
り
野
菜

あ
と
活
用
の
野
菜
栽
培
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
山
県
内
の
大
麦
の
作
付
面
積

が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、

一
億
円
産
地
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

よ
り
「
タ
マ
ネ
ギ
」
や
「
馬
鈴
薯
」、

「
ニ
ン
ニ
ク
」、「
エ
ダ
マ
メ
」
な
ど

の
春
夏
ど
り
野
菜
の
作
付
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
大
麦
や

春
夏
ど
り
野
菜
の
後
作
と
し
て
、
大

豆
に
加
え
、
秋
冬
ど
り
野
菜
等
の
導

入
に
よ
る
水
田
フ
ル
活
用
や
農
産
物

販
売
額
の
増
加
を
図
り
、
主
穀
作
経

営
体
の
体
質
を
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
富
山
県
農
業
技
術
課
広
域
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
農
機
メ
ー
カ
ー

に
よ
り
秋
冬
ど
り
野
菜
を
組
み
入
れ

た
輪
作
体
系
の
推
進
と
作
業
の
機
械

化
に
よ
る
省
力
化
技
術
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

富
山
県
農
業
技
術
課
広
域
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
の
奥
野
善
久
主
査
が
、

活
用
品
目
の
導
入
メ
リ
ッ
ト
と
安
定

生
産
技
術
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
二
毛
作
（
輪
作
）

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
①
土
地
利
用
率

の
向
上
②
連
作
障
害
の
回
避
③
土
壌

構
造
の
改
善
④
肥
料
の
利
用
効
率
向

上
⑤
土
壌
養
分
の
バ
ラ
ン
ス
維
持
に

よ
る
地
力
の
維
持
⑥
雑
草
の
発
生
抑

制
⑦
病
害
虫
発
生
の
抑
制
⑧
労
働
配

分
の
均
衡
化
⑨
作
柄
・
市
況
の
危
険

分
散
を
挙
げ
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
土
地
利
用
率
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
大
麦
後
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
作
付

け
し
た
場
合
、
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
の
売
り
上
げ
は
交
付
金
を
含

む
大
麦
が
61
万
円
＋
キ
ャ
ベ
ツ
の

２
４
０
万
円
で
３
０
１
万
円
、
大

麦
＋
「
ね
ぎ
た
ん
」
は
６
０
５
万

円
が
加
算
さ
れ
て
６
６
６
万
円
、

２
５
０
万
円
の
エ
ダ
マ
メ
＋
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
は
４
８
０
万
円
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
（
２
４
０
万
円
）
＋
ニ
ン
ジ
ン
は

５
７
０
万
円
と
試
算
し
、
限
ら
れ
た

土
地
に
2
作
す
る
こ
と
で
売
り
上
げ

向
上
に
つ
な
が
る
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
麦
・
春
夏
野
菜
後
8
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
の
秋
冬
野
菜
品
目
に
は

「
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
、
秋
冬
ニ
ン
ジ
ン
、
ね

ぎ
た
ん
」
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

型
と
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量
の
試

算
を
示
し
ま
し
た
。

　

富
山
の
気
象
条
件
は
秋
冬
作
型
に

適
し
て
お
り
、
昭
和
の
時
代
は
、
秋

冬
野
菜
の
産
地
と
し
て
関
西
市
場
等

へ
大
量
に
出
荷
し
て
い
た
こ
と
を
紹

介
し
、
栽
培
し
や
す
い
秋
冬
野
菜
の

生
産
を
拡
大
し
て
県
内
市
場
を
満
た

す
と
と
も
に
、
再
び
都
市
圏
へ
の
出

荷
を
目
指
そ
う
と
呼
び
掛
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
農
機
メ
ー
カ
ー
も
キ
ャ

ベ
ツ
の
収
穫
機
や
超
砕
土
成
形
ロ
ー

タ
リ
ー
な
ど
10
機
の
機
械
を
展
示
・

実
演
し
、
機
械
化
に
よ
る
省
力
化
技

術
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
認
定
農
業
者
な
ど

主
穀
作
経
営
体
や
県
、
市
町
村
、
県

内
Ｊ
Ａ
関
係
者
約
70
名
が
参
加
し
、

皆
さ
ん
大
変
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。



５　いみず野だより いみず野だより　４

開会のあいさつ
ＪＡいみず野  年金友の会  連絡協議会  会長  川原　弘  

開会宣言
新湊南支店   年金友の会   会長  南　芳弘

開会のあいさつ
ＪＡいみず野  組合長  水元　睦雄

寺井國雄さん
（２位）

山村良守さん
（１位）

白石清成さん
（３位）

井戸美千代さん
（２位）

寺西夏子さん
（１位）

堀　政子さん
（３位）

パークゴルフ大会
第20回年金友の会

　６月 11 日（水）、南郷パークゴルフ場において好天の下「第 20 回いみず野農協年金友の会パークゴルフ大会」
が開催されました。
　この大会は当農協の年金友の会会員の方々が、パークゴルフを通じて友好の場を広げるとともに、健康増進と
地域同士の親睦を図ることを目的としており、支店では予選会なども開催され、今大会は 259 名の会員の方々に
参加頂きました。
　開会式では、新湊南支店年金友の会 南芳弘会長による開会宣言、去年 10 月開催の第 19 回大会優勝杯が返
還され、いみず野農協年金友の会連絡協議会 川原弘会長の開会の挨拶と当農協 水元睦雄組合長の激励の挨拶
の後、選手はそれぞれのスタートホールへ移動し、熱い戦いの火ぶたが切って落とされました。
　選手は競技が始まると真剣な表情でボールを打ち、打つたびに歓声をあげたり嘆息をもたらしたりと、とても楽
しまれているようでした。
　4 コースを通した熱戦の末、男子の部では山村良守さんと寺井國雄さんがネット97 と同スコアでプレーオフが
行われた結果、みごと山村良守さんが優勝を勝ち取りました。女子の部では寺西夏子さんがネット96（グロス
94）と素晴らしいスコアで見事に優勝をされました。
　閉会式では小杉支店年金友の会松木忠吉会長による閉会宣言で、大会が締めくくられました。

順位 男子の部 支店 ネット ＨＣ
優　勝 山　村　良　守 太閤山 97
２　位 寺　井　國　雄 三島野 97 １
３　位 白　石　清　成 新　湊 98

順位 女子の部 支店 ネット ＨＣ
優　勝 寺　西　夏　子 三島野 96 ２
２　位 井　戸　美千代 太閤山 100
３　位 堀　　　政　子 三島野 101 １

　　　　　表彰式＆成績表 Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !

閉会式
小杉支店  年金友の会  会長  松木　忠吉



いみず野だより　６７　いみず野だより

速
観
光
バ
ス
２

台
に
分
乗
、
最

初
の
観
光
地
は

丹
頂
鶴
自
然
公

園
へ
、
雌
雄
の

つ
が
い
と
生
ま

れ
た
ば
か
り
の

幼
鳥
を
高
～
い

網
境
界
で
仕
切

ら
れ
、
そ
の
数

は
長
～
く
続
い

て
い
て
、
ど
の

つ
が
い
舎
で
も

餌
を
つ
い
ば
ん

で
い
ま
し
た
。
車
を
進
め
、
雄
大
な
阿
寒

湖
の
パ
ノ
ラ
マ
に
感
動
、
ア
イ
ヌ
コ
タ

ン
の
彫
刻
と
作
品
に
触
れ
、
展
望
台
露

天
風
呂
ご
自
慢
の
ホ
テ
ル
へ
到
着
、
宴

会
席
で
の
余
興
披
露
で
は
各
Ｊ
Ａ
各
々

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
霧
の
摩
周
湖
で
名
高
い
湖

へ
、
空
の
青
さ
・
新
緑
の
山
嶺
・
湖
面

の
碧
・
雄
大
な
眺
望
に
感
動
、
そ
し
て

硫
黄
の
匂
い
が
立
ち
込
め
る
活
火
山
硫

黄
山
で
の
散
策
、
さ
ら
に
東
藻
琴
の
芝

桜
公
園
へ
、
広
い
斜
面
の
山
肌
一
面
に

色
彩
豊
か
な
芝
桜
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま

し
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
鮮
定
食
後
、
え

ん
が
る
芝
桜
つ
つ
じ
公
園
を
訪
ね
ま
し

た
が
、
時
期
は
や
や
過
ぎ
た
よ
う
で
、

こ
の
後
の
ひ
ま
わ
り
コ
ス
モ
ス
の
準
備

作
業
の
よ
う
で
し
た
。
そ
し
て
層
雲
峡

へ
、高
く
そ
び
え
る
巨
大
な
奇
岩
・
珍
岩
・

名
岩
に
奇
声
を
発
し
、
そ
の
大
渓
谷
か

ら
流
れ
落
ち
る
銀
河
の
滝
・
流
星
の
滝

の
雄
大
な
水
量
と
美
し
さ
に
は
く
ぎ
ず

け
状
態
で
し
た
。

　

三
日
目
、
ペ
ン
ギ
ン
の
お
散
歩
で
有

名
な
旭
山
動
物
園
へ
、
小
高
い
山
の
斜

面
に
位
置
し
、
正
門
か
ら
東
門
へ
は
な

だ
ら
か
な
坂
道
と
91
段
の
階
段
を
中
心

と
し
、
左
右　

各
動
物
舎
が
設
置
さ
れ

て
お
り
屋
外
、
屋
内
で
の
行
動
に
触
れ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
他
、
物

産
店
や
道
の
駅
等
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

も
各
地
区
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

え
ぞ
松　

と
ど
松　

唐
松　

岳
樺　

白
樺
な
ど
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
目
に
優

し
い
新
緑
、
牛
や
馬
の
放
牧
と
畜
舎
や

サ
イ
ロ
、
観
光
名
所
ま
で
の
移
動
距
離

の
長
さ
と
少
な
い
信
号
機
、
上
り
下
り

繰
り
返
し
の
長
～
い
道
の
り
、
広
～
い

畑
地
な
ど
、
広
大
な
北
海
道
を
や
や
東

か
ら
や
や
北
よ
り
さ
ら
に
西
へ
と
十
分

堪
能
で
き
た
行
程
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

安
全
運
転
の
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
、
笑
顔

で
わ
か
り
易
い
説
明
の
ガ
イ
ド
さ
ん
、

三
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
た
の
は
何

よ
り
で
し
た
。
夕
暮
近
い
千
歳
空
港
に

別
れ
を
告
げ
参
加
し
た
皆
さ
ん
全
員
無

事
富
山
へ
到
着
、
素
晴
ら
し
い
思
い
出

と
共
に
帰
宅
で
き
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
黒
河
支
部
）

●
家
庭
菜
園
青
空
教
室
に
参
加
し
て

　

５
月
30
日
さ
わ
や
か
な
青
空
の
も
と
、

鷲
塚
地
区
で
農
協
営
農
指
導
員
の
方
に

菜
園
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
畑
に

は
、
き
ゅ
う
り
・
な
す
・
ピ
ー
マ
ン
・

ト
マ
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
所
狭

し
と
勢
い
よ
く
伸
び
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。『
早
く
大
き
く
な
っ
て
お
い
し
い

野
菜
に
な
あ
れ
！
』
思
わ
ず
声
を
か
け

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
指
導
員
の
方
よ

り
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
時
に
向
け
て
病
気

や
病
害
虫
に
悩
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
注

意
点
や
お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
の
工
夫

な
ど
も
教
え
て
頂
き
、
こ
れ
か
ら
の
野

菜
作
り
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
青
空

教
室
に
参
加
し
て
近
所
の
方
々
と
も
話

が
は
ず
み
野
菜
作
り
の
仲
間
の
輪
が
広

が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。（
小
杉
支
部
）

●
道
東
花
紀
行
の
旅

　

６
月
を
迎
え
た
初
日
か
ら
三
日
間
、

６
Ｊ
Ａ
か
ら
約
70
名
の
女
性
部
会
員
が

参
加
、
北
海
道
を
訪
ね
ま
し
た
。
航
空

機
を
富
山
発
羽
田
で
乗
継
ぎ
、
待
望
の

釧
路
空
港
に
着
陸
し
た
の
は
午
後
１
時

過
ぎ
、
見
渡
す
限
り
若
葉
の
み
ず
み
ず

し
い
樹
林
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
早

今
後
の
日
程

７
月
30
日
㈬
・
31
日
㈭

　
　
　
　
　
　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

８
月
５
日
㈫　

ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会

　
　

７
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

27
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
村
摺
出
寺
）

ャ レ ン ジ 農 業 体 験 2014チ
第１回

　５月 24 日㈯、ＪＡいみず野青年部・女性部・射
水市農業再生協議会の主催による「チャレンジ農
業体験 2014」が開催されました。
　これは、農業体験などを通じて未来を担う子供
たちに農業を身近に感じてもらう事を目的とした
もので、今年度は射水市管内全域から小学校５・
６年生の児童 20 名の参加申し込みがありました。
　第一回目の今回はサツマイモの定植体験です。
開会式では坪田三夫青年部長からの挨拶、そして
高岡農林振興センター中井主任よりサツマイモの
由来や栽培方法、射水市の特産物についての勉強
会がありました。その後、バスにて小杉池多地内
のファーム池多（坪田三夫青年部長）の圃場へ移
動してサツマイモの定植体験を行ないました。
　天候にも恵まれ作業日和のもと、児童らは２班
に分かれ各班長からサツマイモの植え方について
説明を受けた後、苗を次々と定植しました。サツ
マイモ苗は、「高系 14 号（金時）」「紅はるか」「パー
プルスイートロード（紫いも）」の３品種を植えま
した。定植はＪＡ特製の定植棒を使い斜め植えで
畝に差し込むように植えていきました。最初は慣
れない作業で苦戦しているようでしたが、コツを
覚えるとどんどん早くなる児童もいました。参加
者同士お互いに協力し合って、無事すべての苗を

植えることができました。
　サツマイモの定植後、
大門円池地内にある荒木
龍憲さんのハウスにて小
松菜の収穫体験を行ない
ました。地面にたくさん
なった小松菜を丁寧に抜
いて収穫しました。収穫した新鮮な小松菜はお土
産としてもらうことができ、みんなで荒木さんに
お礼を言いました。
　営農管理センターに戻り、河岸芳美女性部長の
挨拶の後、女性部の皆さんによる炊込みごはんや
射水市産の野菜を使った味噌汁や漬物などを全員
でいただきました。汗水かいて一生懸命作業して、
お腹が減ったこともありおかわりする児童も多く
おいしそうに食べていました。
　今年度は今回のサツマイモの定植作業、
第二回「夏休み子供農業教室」、
第三回「サツマイモの収穫体験・
サツマイモのツルでリース作
り」、第四回「収穫したサツ
マイモを使用した料理教室」
の計４回開催する予定です。

　日頃より当ＪＡ事業をご利用いただきありがとうございます。
　さて、みなさまから出資いただいております出資金につきましては、従来、出資証券を発行しておりまし
たが、平成26年６月１日からは発行いたしておりません。
　ＪＡの出資証券は、株式等の有価証券とは違い、それ自体は換金性がないものとされております。
　出資金残高は電算システムにより個人ごとに管理しており、組合員のみなさまには、毎年、出資金残高等
をご案内し、ご確認いただく方法に変更しておりますのでご了承ください。
　なお、お持ちの出資証券を返却される場合は、お手数ですが最寄りの支店等にご連絡いただきますようお
願いいたします。

　　　出資証券の発行廃止（ペーパーレス）についてのご案内組合員の
皆様へ



ＪＡおすすめ

射水市北野1555-1ＴＥＬ（0766）52-0218  ＦＡＸ（0766）52-0286
富山県知事登録旅行業第2－267号　総合旅行業務取扱管理者  串田　真一
■営業時間　午前8:30～午後5:00　■休業日　土曜日･日曜日･祝祭日

本旅行は（株）農協観光の
旅行企画・実施になります

受託販売・
本旅行のお申込・
お問合せは

旅行センター各支店または

７つの特典
●有料道路代は実費ご負担願います。
●サービス料・消費税込み

特典1 お値段以上の満足料理
特典2 控室にてお茶とお菓子付
特典3 入浴用タオル付
特典4 宴会場にてカラオケ付
特典5 宴会時お一人お銚子１本と

ビール中瓶お二人に 1本付
特典6 県内希望地より送迎いたします
特典7 ちょっぴりプレゼント

●15 名様以上お申込みください。

※お料理はどの施設もイメージ写真です。変わる場合がございます。

こりゃあ
うれしい満足内容

★期間★ 【設定除外日】
7/21㈪・9/15㈪・9/23㈫

日帰りプラン日帰りプラン日帰りプラン日帰りプラン
９月30日まで平成

　　26年

いみず野だより　８

2014
6月16 ▶8月15
平成26年

①組合員の方
 または  
②JAカード保有者
（当日申込OK！）は

①組合員の方
 または  
②JAカード保有者
（当日申込OK！）は

新規加入者

大歓迎

※新規加入の方は1口 1,000円以上の出資が必
要となります。一定の条件がございますので、
詳しくはJAの窓口でお問い合わせください。

0.225％
1年もの

0.35％
5年もの

0.25％
3年もの

0.40％
5年もの

（200万以上）（200万未満）

対象となるお客様
個人の方

お預入れ金額
10万円以上～
1,000万円未満

お預入れ期間
1年もの（単利型）
3年もの・5年もの（複利型）

対象定期貯金
スーパー定期

（新規預け入れの定期貯金のみ、対象となります。）
（自動継続でお預け入れの場合、継続後の利率は店頭表示金利となります。）
※中途解約される場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率を適用させていただきます。（手数料なし）

（新規預け入れの定期貯金のみ、対象となります。）
（自動継続でお預け入れの場合、継続後の利率は店頭表示金利となります。）
※中途解約される場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率を適用させていただきます。（手数料なし）

＋0.05%＋0.05%
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